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水再生センターの放流口

温室効果ガス削減に向けた挑戦
　近年、気候変動がもたらす影響は深刻さを増しており、世界全体が地球温暖化への関心を高
めています。COP21※1で採択された「パリ協定」では、世界の平均気温上昇を２℃未満に保つ
とともに、1.5℃に抑えることを追求する目標が掲げられています。

▶東京都の動き
　東京都は、2019 年 5月、“Urban20※2 東京メイヤーズ・サミッ
ト”で、平均気温の上昇を 1.5℃に抑えることを追求し、2050
年に CO2 排出実質ゼロに貢献する「ゼロエミッション東京」を
実現することを宣言しました。
　さらに、2021年 1月、2030 年までに温室効果ガス排出量を
2000 年比 50％削減する目標を表明しました。

▶下水道局の動き
　下水道局は、年間約 21 億ｍ３（東京ドーム約 1700 杯分）の下水を処理するとともに、処理
過程で発生する汚泥を年間約 120 万トン焼却処理しています。これらの処理には、多くの温室
効果ガスを排出するため、都庁の事務事業活動において最大の排出事業者となっています。
　当局では、これまでに地球温暖化防止計画「アースプラン 2004」、「アースプラン 2010」及
び「アースプラン 2017」を策定し、2019 年度には 2000 年度比で約 26％（約 28 万 t-CO2）
の温室効果ガスを削減しました。今後は「アースプラン 2017」の取組に加え、温室効果ガス排
出量のより一層の削減に取り組むとともに、温室効果ガス排出量を大幅に削減できる新たな技
術開発を推進していきます。

第三部　経営基盤の強化  

１　サービスの質の向上

２　信頼性の向上

３　持続可能な財政運営

地球温暖化対策の動向
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※１　COP21：国連気候変動枠組条約第21回締約国会議（2015年11月30日～12月12日開催）
※２　Urban20：2017年に創設された都市代表からなるエンゲージメントグループの一つであり、加盟都市の首長が気候変動対策、社会の包摂及び

統合、持続可能な経済成長等の諸課題について議論し、G20の議論に都市の経験や意見を反映させることが活動の主旨
※３　2021年１月、2030年までに温室効果ガス排出量を2000年比50％削減する目標を表明
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水再生センターの放流口

１　サービスの質の向上｠

● 　技術開発の推進

● 　デジタル化による仕事の進め方の見直し

● 　下水道資源の有効利用

● 　東京下水道の国際展開
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